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☆ 学校評価アンケートの結果報告について ☆ 

 １１月に行いました学校アンケートでは４３名の方に評価をいただきました。ありがとうございました。結果は右表

のようになりました。ご覧ください。この結果を、今後の子どもたちの教育に役立つよう活用していきます。ご家庭で

も参考にしていただければと思います。 

 

 

項              目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

お子さんは、学校が楽しいと言っている。 52 29 14 5 

お子さんは、あいさつや返事をよくしている。 51 37 12 0 

お子さんは、早寝・早起き・朝ごはんの習慣が身についている。 56 30 12 2 

お子さんは、学習の準備など忘れ物をしないようにしている。 49 42 9 0 

お子さんは、悩みや困ったことを気軽に担任に相談している。 37 37 21 5 

お子さんは、授業がよく分かると言っている。 28 36 29 7 

学校は、子どもたちの基礎学力の定着に努めている。 45 43 12 0 

学校は、子どもたちに家庭学習の習慣が定着するよう努めている。 51 37 10 2 

学校は、子どもたちにとって分かる授業を行っている。 41 47 7 5 

学校は、個に応じたきめ細かな指導や支援をしている。 41 52 7 0 

学校は、道徳教育や人権教育を通じて、子どもたちに思いやりのあるやさしい行動や言葉づかいができるように努めている。 56 40 2 2 

学校は、全職員で子どもと積極的にかかわろうとしている。 48 50 0 2 

学校は、いじめや不登校のない学校づくりに取り組んでいる。 52 43 5 0 

学校は、避難訓練や不審者の対応、事故の防止に努め、安全対策をしっかり行っている。 71 29 0 0 

学校は、保護者や地域の声や願いを教育活動に反映しようとしている。 55 40 5 0 

学校は、保護者の相談や悩み等に親切に対応している。 55 43 2 0 

学校は、必要な時に家庭との連絡や連携をきめ細かく行っている。 62 19 17 2 

学校は、学年だよりやホームページ、「倉敷 eこねっと」等で、分かりやすく情報を発信している。 65 33 2 0 

学校は、積極的に地域の方や保護者を講師として学習活動をしている。 62 33 5 0 

学校は、弾琴祭等の地域行事や資源回収等の PTA活動に積極的に参加している。 72 28 0 0 

学校は、学校や地域の行事などの地域の方との交流を通して、児童にふるさとを意識づけようとしている。 64 31 5 0 

学校は、施設面・環境面で、児童にとって快適な場所となるように努めている。 51 49 0 0 

教職員は、教育公務員としてふさわしい服装、言葉遣い、誠意をもった対応ができている。 61 37 2 0 

項             目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

学校は、毎日楽しいですか。 66  27  7  0  

進んであいさつをしていますか。 81  11  7  1  

早寝・早起き・朝ご飯をきちんとしていますか。 57  27  12  4  

忘れ物をしないようにしていますか。 75  16  8  1  

困ったことは、先生に相談していますか。 57  21  11  11  

授業は、分かりやすいですか。 58  26  11  5  

宿題をきちんとしていますか。 78  19  3  0  

先生は、宿題の丸付けや点検をきちんとしてくれていますか。 77  19  4  0  

先生は、勉強が分からないとき、分かるまでおしえてくれていますか。 68  18  10  4  

先生は、友達に優しくするように指導してくれていますか。 75  19  3  3  

先生は、みんなが楽しい学校になるようにしていますか。 78  16  3  3  

先生は、みんながけがや事故をしないよう、安全指導していますか。 91  7  1  1  

先生の服装や言葉遣いは、きちんとしていますか。 85  11  4  0  

先生は、みんなの話をよく聞いてくれますか。 72  21  4  3  

先生は、みんなのよいところをしっかりほめてくれますか。 81  11  5  3  

呉妹っ子 

考 察 

「お子さんは、授業がよく分かると言っている。」「授業は、分かりやすいですか。」について、あまりあ
てはまらない・あてはまらないと回答された保護者の割合は３６％、子どものアンケート結果は１６％と多
くなっています。「先生は、勉強が分からないとき、分かるまでおしえてくれていますか。」の子どもの結
果（１４％）からも丁寧な指導を求める実態が分かります。これらの結果を踏まえ、学力向上を目指してい
く上でも、授業改善を重要課題と捉え、タブレットの活用やノート指導の徹底を今まで以上に取り組んでい
きます。 
「お子さんは、悩みや困ったことを気軽に担任に相談している。」「困ったことは、先生に相談しています

か。」については、保護者の２６％、子どもの２２％があまりあてはまらない・あてはまらないと回答され、
高くなっています。安心して生活できるためにも早急に改善すべき課題と捉えて、教育相談を活用した児童
との人間関係の見直しに取り組んでいきます。 
また、「学校は、必要な時に家庭との連絡や連携をきめ細かく行っている。」について、保護者の１９％の

方があまりあてはまらない・あてはまらないと回答されており、電話や連絡帳による日常の連絡をきちんと
行い、保護者とのきめ細かな連絡や連携を図れるよう改善していきます。 
他の項目については、比較的肯定的な意見が多く、多方面にわたっての保護者の皆様のご理解とご協力の

表れだと思います。但し、保護者・児童ともに、あまりできていないと回答された項目があり、学校全体で
課題を共通理解した上で、教職員は改めて襟を正し、子どもたちの学力を高めたり、強くたくましい児童の
成長を支援したりしていきたいと考えています。なお、アンケートに限らずお気付きの点がございました
ら、遠慮なくお知らせくださいますようお願いいたします。   

その他 

 自由記述欄では、下記のようなご意見をいただきました。（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

→ 現在は、パトロール隊の協力を得ながら登下校のすべてを見守るようにしています。しかし、保護者

の方の現状やパトロール隊の今後を考えると、現状の継続は難しいと学校も考えています。今後は保護

者が当番制で危険なポイントで見守ったり、お迎えに来られるときに徒歩で付き添ったりするなど、保

護者の方ができる範囲で登下校の見守りをする方向に徐々に移行することを計画しています。支部ごと

で登下校について相談していただく機会が増えることと思いますが、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

→ 事前の説明がなかったり、説明が足りなかったりしたことは大変申し訳ありませんでした。今後は事

前の十分な説明に努めます。 

→ 保護者の皆様のご理解とご協力がありましたので、様々な行事を開催することができました。来年度

の行事につきましては、コロナ禍の開催で取り組んできたことも踏まえながら、行事の目的に合わせた

内容の精選や改善を行っていきます。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

・高学年（6 校時下校）は児童だけで下校してもよいのではないか。 

・昨年度と違うことをする場合は、簡単な説明をいただけるとありがたいです。 

（給食のエプロン・学芸会・学校公開日の参加申し込み・写真注文方法） 

・コロナに振り回される中、運動会や参観日などを開催してくださっていることに、感謝しています。 

保護者の結果 

子どもの結果 


